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がん診療病院連携研修
研修者募集説明会

令和4年2月3日、19日
日本臨床腫瘍薬学会実地研修委員会

＊実施要綱・コアカリキュラムをお手元に

ご用意の上、ご参加ください

研修の⽬的

本研修は、がんの専門的な知識や技能に加え、臨床経

験を修得し、病院と緊密に連携してがん薬物療法に対応

できる薬局薬剤師を養成することにより 、外来がん治療を

安全・有効に施行するとともに、地域がん医療において、

患者とその家族をトータルサポートできることを目的とする

がん診療病院連携研修概要
①モデル研修：令和3年1月18日～3月2日（全30日連続）

・研修登録病院数：51施設

・研修修了者：34名（応募者：48名）

・研修修了6か月後後評価アンケート実施中

②令和3年第1期：令和3年5月1日～令和4年4月30日

・研修形態：30日連続研修または通年研修（週1回など）

・認定研修病院：109病院（受入総数：261名）

・研修応募者：153名

・研修開始者：122名（決定率：80%）

がん診療病院連携研修実施状況
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③令和3年第2期：令和3年11月1日～令和4年10月31日

・研修形態：30日連続研修または通年研修（週1回など）

・認定研修病院：130病院（受入総数：183名）

・研修応募者：108名

・研修開始者：76名（決定率：70%）

研修病院の状況
現在、160施設が研修病院となりました

薬局会員数 研修施設数 薬局会員数 研修施設数 薬局会員数 研修施設数
北海道 77 9 富⼭県 3 0 岡⼭県 15 5
⻘森県 9 1 ⽯川県 13 2 広島県 25 7
秋⽥県 16 3 福井県 3 0 ⼭⼝県 16 1
岩⼿県 10 1 ⻑野県 24 5 徳島県 1 1
宮城県 22 4 岐⾩県 18 1 ⾹川県 12 1
⼭形県 8 2 静岡県 23 1 愛媛県 14 2
福島県 30 3 愛知県 62 5 ⾼知県 4 4
茨⽊県 29 3 三重県 20 4 福岡県 77 6
栃⽊県 19 2 滋賀県 18 3 佐賀県 18 1
群⾺県 14 3 京都府 31 2 ⻑崎県 17 2
埼⽟県 80 9 ⼤阪府 85 10 熊本県 19 1
千葉県 66 5 兵庫県 61 6 ⼤分県 7 4
東京都 166 15 奈良県 8 0 宮崎県 15 1
神奈川県 100 13 和歌⼭県 4 2 ⿅児島県 23 6
⼭梨県 6 0 ⿃取県 5 1 沖縄県 18 1
新潟県 10 0 島根県 5 2 無所属

合計 1,327 160

令和4年研修事業の概要
研修者：JASPO正会員の薬局勤務薬剤師

研修施設：JASPO認定研修病院（募集要項および研修要綱参照）

研修期間：第1期：令和4年5月9日～令和5年4月30日
第2期:令和4年11月1日～令和5年10月30日

研修形態：①連続研修：期間内の特定の期間に連続して30日
②通年研修：期間内に計30日（30単位）終了する

研修生の研修費用：137,500円（税込）

研修施設への支払い（1名）：研修費用11万円（税込）

通年研修
令和4年5月9日～令和5年4月30日の期間で30単位取得する。

1単位：研修病院の業務時間1日 0.5単位：研修病院の業務時間半日

＊半日に満たない研修は単位にカウントできない

＊原則、週0.5単位以上の研修が望ましい（病院の長期休暇日を除く）

連続研修
病院の休日を除いた30日間連続研修
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研修施設（2⽉初旬公開予定）

申込み前に必ず特記
事項をご確認ください

研修施設概要

必須要件のため基本的には、
全施設☑が入っています。

研修施設概要

任意要件のため、研修施設に
より☑が異なります。

例えば、2),3)は研修施設が現

状で、外来化学療法における
薬剤師の関与の状況を知る
目安になります

特記事項
・コロナ禍の状況を
踏まえて、他県から
の研修を受け入れ
ない病院が多くあり
ます。

★特記事項に記載
されている内容は、
選考時に考慮して
います。
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申請書類（様式1）
研修が、研修者・研修施設の両

方にとって実りあるものにするため
に入れています。

研修を実施するための基本的知
識、研修に対する意欲を研修者の
施設責任者が担保するために入
れています。

申請書類（様式2）

研修コアカリキュラム
目標A：がん医療における薬剤師の役割を理解し、医師、看護師、栄養士など

の医療従事者との連携の必要性を理解できる。

目標B：患者に良質かつ安全ながん薬物療法を提供するため、外来化学療法

中の個々の患者の状態を的確に把握するとともに、抗がん薬の種類、

投与量、投与期間等の設定・変更や支持療法の選定などを医師に提

案できる。

目標C：外来がん薬物療法における病院と薬局の連携システムを理解し、自施

設での連携の質的向上に貢献できる。

研修コアカリキュラム

目標D：曝露対策の必要な抗がん薬の取扱いなどに関する知識を修得し、自

施設の曝露対策に活用することができる。

目標E：患者や家族などからのがん薬物療法に関する相談に、わかりやすい言

葉で説明できる。

目標F：国内外のがん医療に関する最新の情報収集を行い、活用することがで

きる。
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研修終了までに修得すべき専⾨的知識
研修者は、この実地研修およびこの実地研修および別の講義研修

の受講等の自己研鑽を通じて、乳がん、肺がん、胃がん、大腸がん
および血液がんについて、以下の内容を修得するものとする。なお、
各項目について、研修病院での講義研修の実施を必須とするもので
はない。

実地研修入門セミナー
＋（各種JASPOセミナー）

コアカリキュラムによる
実地研修

専門的知識の修得

実地研修⼊⾨セミナー
研修要綱で記載している5がん種（＋α）は事前に研修者がe‐ラー

ニングで学修する。JASPOスタートアップセミナーと同レベルの研修。
受講しないと研修が開始できない。

＊研修病院の指導薬剤師もe‐ラーニング閲覧可能

①肺がん ⑥悪性リンパ腫・多発性骨髄腫

②乳がん ⑦肝胆膵がん

③大腸がん ⑧オンコロジーエマージェンシー

④胃がん

⑤白血病 ※赤字は令和4年追加コンテンツ

研修記録管理
①研修者は、研修日に所定の研修記録を記載し、研修管理サイトにアップ
する。研修記録のコアカリキュラム履修は、指導薬剤師と協議の上、選択
する。

今後の流れ
1) 第1期募集

2021年12月13日(月)〜2022年1月14日(金) : 研修病院募集

2022年1月下旬～2月上旬 : 研修病院認定および公開

2022年2月7日（月）～3月4日（金） : 研修者募集期間

2022年3月中旬～下旬 : 研修者決定

2022年5月9日（月）以降 : 随時研修開始

（研修病院が提示または研修者と協議したスケジュールで開始）
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学会からの周知事項

〜 研修病院からいただいたご意⾒ 〜

多くの事案が研修病院と研修者の所属施設のコ
ミュニケーションエラーからスタートしている
多くの事案が研修病院と研修者の所属施設のコ
ミュニケーションエラーからスタートしている

研修開始前に研修者、研修者所属施設責任者、研
修病院担当者の⾯談（web等）を推奨
研修開始前に研修者、研修者所属施設責任者、研
修病院担当者の⾯談（web等）を推奨

研修病院薬剤部⾨責任者 ⇔ 研修者所属施設責任者研修病院薬剤部⾨責任者 ⇔ 研修者所属施設責任者

ここからは、Q＆A になります

研修は所属薬局の近隣と遠⽅のどちらが
よいですか︖

地域連携が進んでいない場合は、近隣病院の⽅がメリッ
トがあるかもしれません。逆にすでにトレーシングレポー
トなどの連携をしている場合は、処⽅せんを普段応需して
いない病院での研修がとても有⽤だったとの意⾒も多数で
ています。
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連続研修と通年研修はどちらがよいでしょうか︖

それぞれの研修をされた⽅は、いずれも⾃分が⾏った研
修スタイルをすすめる⽅が⼤半です。薬局の勤務体制や病
院の受⼊れ体制で参加できる研修スタイルが決まることも
多いと思いますが、いずれの研修スタイルも有益と考えま
す。病棟研修や院内のチーム医療等への参加を希望する場
合は連続研修、外来化学療法で⻑期的に患者をフォローし
たい場合は、通年研修がおススメです。

病院と薬局で独⾃に契約することは可能ですか︖

がん診療病院連携研修として認定されるのは、学会で実
施する研修のみとなります。

研修カリキュラムが、JASPOの研修カリキュラムに沿っ
て実施された場合でも学会から修了証を発⾏することはで
きません。

希望者が多数いた場合の選考基準は
ありますか︖
申請書に記載いただいた情報をもとに、学会で定めた選考
基準に従って公平に⾏います。

・⽇本臨床腫瘍学会外来がん治療認定薬剤師取得の有無
・過去の本研修事業申込歴（研修が成⽴しなかった場合）
・⽇本臨床腫瘍薬学会⼊会からの期間

コロナの影響で、研修病院決定後に
研修が受けられない可能性はありますか︖

今後の感染拡⼤状況によっては、研修病院決定後に研修が受
けられない可能性があります。
①研修病院が受⼊れ困難になった場合

研修者の希望を踏まえつつ、研修施設と学会で調整します。
状況によっては、次期以降の研修に振替えの相談をします。
②研修者が新型コロナに感染した場合

研修病院の指⽰に従ってもらいます。研修開始前の場合は、
原則、研修は⼀旦中⽌とし、次期以降の研修に再申込していた
だきます。
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コロナの影響で、研修開始後に中断となった
場合はどうなりますか︖

原則、研修可能となった時点で再開とします。

再開できない場合や研修者の都合で研修継続が困難に
なった場合は、個別に対応します。

研修者の都合で⽋席した場合は、どうなりま
すか︖
30⽇間（30単位）を修了を原則とします。

ただし、⽋席理由がやむを得なく（研修者の⾃⼰都合でない）、
研修病院がすべてのコアカリキュラムを修了していると判断し
た場合は、学会で検討の上、研修修了証を発⾏します。

なお、追加の研修が必要となった場合の対応は学会で調整します。

＊⽋席理由の正当性は学会が個別に判断します。

最後に
がん診療病院連携研修は、がん患者さんが安⼼して治療を

受けられる環境を整備する上で重要な研修と考えています。
年間200⼈程度の薬局薬剤師の皆さんに研修を受けていただ
きたいと考えています。１⼈でも多くの⽅の研修参加をお待
ちしております。
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